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化学療法を受ける大腸がん患者の手指に生じる末梢神経障害の特徴 
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学位論文内容の要旨 

目的：オキサリプラチンをベースとし，カペシタビンを含む化学療法を受ける大腸がん患者

の 手指に生じる末梢神経障害の特徴を明らかにする． 

方法：地域がん診療連携拠点病院の外来で化学療法を受ける患者 54 人を対象に横断的観察

研究を行った．病態と治療情報を診療録から収集し，手指のしびれ痛み，触覚感受性，握力，

ピンチ力，箸を閉じる力，箸でつまみ上げる力を計測し，生活習慣等は問診した． 

結果：対象者全員が化学療法開始後から 手指のしびれ痛みを経験し，うち 43 人は症状が慢

性化しており，示指の触覚感受性が低下していた者が 28 人いた．触覚感受性と握力，ピン

チ力，箸でつまみ上げる力との間にはいずれも関連を認めなかったが，触覚感受性が低下した

者は箸を閉じる力が弱かった．触覚感受性に関わらず握力とピンチ力は男性が有意に高かった

が，箸を扱う力には性差はなかった． 

結論：がん化学療法患者の 手指に生じる末梢神経障害症状は，慢性化したしびれ痛み，指先

の触覚感受性低下，箸を使う等の精緻な指の動作時の筋力低下を特徴としていた 

論文審査結果の要旨 

大腸がんの第一選択として用いられるオキサリプラチン（白金製剤抗がん薬）には，高頻度に

末梢神経障害が生じる．末梢神経障害は，患者の生活に影響を与えるため，神経障害を早期発見

するとともに，しびれ痛みに関するケア技術を模索することは重要であり，看護学において重要

なテーマと考える． 

本論文は，大腸がんでオキサリプラチンの投与経験がある54名を対象に，薬剤総投与量，しび

れ痛みの程度，感覚機能・運動機能の評価，手指を用いる生活習慣の情報を収集し，その関係性

を検討し，次のような結果を得ている． 

1）触覚感受性の低下は，示指で51.9％に認められた．低下群は，箸を閉じる力が弱く, 

しびれ痛みが有意に強く，触覚感受性の評価の有用性が示唆された． 

箸を閉じる力といった運動機能の評価に用いられている測定方法は，その妥当性・信頼性が確

立されておらず，学会報告にとどまっている測定方法であった．末梢神経障害の特徴を系統的・

多次元的な観察によって明らかにするという本研究の目的と方法論上に整合を欠く部分もあっ

た．ただし，審査過程の質疑応答で対象の選択を含め，評価方法に関する検証を踏んでいること

の説明がなされた．本論文を博士の学位に値する論文とするには厳しい点もあるが，今後の研究

や臨床的意義に対する発言があったことなどから審査員は最終的に合格と判断した． 


